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国立天文台天文情報センター出版室のしごと

 ①国立天文台の公式出版物の制作・発行
 ②国立天文台の研究成果を通した天文学のアウトリーチコンテンツの制作・発信
 ③大学共同利用機関ミッションとしての学術推進サポート業務

 メディアとして紙冊子および電子書籍で発信
 天文情報センター出版室webでご覧いただけます。



国立天文台ニュース
NAOJ News

 出版室の主要制作業務のひとつ
 国立天文台の機関広報誌（月刊・季刊）
 通巻349号（2001年4月号～最新号は⇒）

 特集、研究トピックス、研究会報告、イ
ベント報告・告知、読み物、連載記事な
ど多種多様な記事提供

 記事内容は天文学・宇宙科学の研究テー
マ関連がメインだが、歴史や人文系分野
（いわゆる文化天文学）のテーマも多数
掲載

●国立天文台の研究成果を通した天文学のアウトリーチコンテンツの制作・発信



●出版室webでは、
現在215号分（2004年
10月号から2025/26冬
号まで）の記事をご覧
いただけます。

●さまざまな歴史や

人文関連の記事があ

りますので、探して

みてください。



●歴史テーマ連
載棚では「緯度
観測所の人々」
（馬場幸栄さん
ご執筆）をお読
みいただけます。

「緯度観測所の人々」
を（大河は無理でも）
ぜひ朝ドラで・笑



●オリジナル書籍棚

・「1958年スワロフ
島皆既日食観測記」
（日江井榮次郎/山下泰
正著）

・Makali❛i in Hawai❛i
（Keiichi Kodaira/Kyoji 
Nariai）★紹介動画付き The Astronomy of the Bible （E. 

Walter Maunder）の日本語完訳版
制作も進行中。訳者は秋吉利雄氏
（元水路部長・海軍少将/作家・池
澤夏樹氏の大伯父）で、池澤氏の
「また会う日まで」の主人公。

●資料・アーカイフ
棚には、「アジア・
太平洋地域における
天文学教育」全巻を
ご覧いただけます。



大学共同利用機関法人の
ミッションとして、天文と
考古学・古代史学等関連の
科学研究費助成事業や文化
天文学の研究サポートを
行っています。

01・天文と考古学・古代
史学等関連の科学研究費助
成研究事業

02・arcAstroVR

03・文化天文学の研究

●大学共同利用機関ミッションとしての学術推進サポート業務



01●天文と考古学・古代史学等関連の科学研
究費助成研究事業の紹介サイト

考古学・文献史学・人類学・民俗学等の人文
諸学と天文学との連携により、その学際領域
を探求する科研助成事業を紹介するサイトで
す。具体的には、基盤研究A「天体景観への
認知と祭祀および暦の生成に関わる考古天文
学の展開」などの研究成果論文・各種報告・
研究会資料などを公開しています。



02●考古天文学用の検証シミュレータ 
arcAstroVRの紹介サイト

過去の天文景観や現象をシミュレートし
て、考古遺跡との関連を調べるために制
作された考古天文学用の検証シミュレー
タです。随時機能を拡充しつつ、研究
ツールとして活用されています。



03●文化天文学の研究推進の紹介サイト

①過去の天文学史系の研究会（谷川氏・相馬氏）
のアーカイブサイト

②「アジアの星物語」「日本の星めぐり」の制作
（世界天文年2009レガシー事業）

③人文諸学と天文の融合研究一般

④それらを生理学的に基礎づける認知天文研究の
試み

など、さまざまな取り組みを紹介しています。



●世界天文年2009レガシー事業

アジアや日本の星の名まえや習俗・信仰、物語や
神話などをまとめた書籍コンテンツ類の制作

・「アジアの星物語」
・「日本の星めぐり」（制作中）

（ともに「アジアの星」国際編集委員会編）



●人文諸学と天文の融合研究一般
現状は、科研事業の各分野サイトへのリンク段階
ですが、順次体系化・構造化を試みて内容を充実

させていく予定です。



●認知天文学・宇宙観史解明プロジェクトは、人文諸学と広義の天文の融合
研究の成果を認知心理学や生理学の切り口で整理・分析して、物理的な天文
景観情報と心理的な天文景観解釈の総合的理解による人間像の探求を目指し
ます。また、眼視天文学の可能性を新たな装いで甦らせる試みでもあります。



 駆け足紹介でしたので、
 くわしくは、情報センター出版室webサイトをご覧ください。
 ご清聴ありがとうございました。
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